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写真11　ゴミ捨て場に捨てられたライフジャケットの山 写真12FRONTEX本部が入ったワルシャワのビル
写真10レスボス島はタコがよくとれる。グリルが美味
写真8　悪徳業者が
販売していた携帯の
防水ケ スー
写真9「浮かない」浮輪と
ライフジャケット
9）。偽物はもちろんのこと、本物のライフジャケッ
トも、難民はレスボス島に到着するともう使用するこ
とはないので海岸に捨てていく。これにより、海岸が
ライフジャケットのごみで溢れ、レスボス島の漁民た
ちの漁に悪影響が出た（写真10）。そのため、シリア
難民を保護するためにスカラ・スカミアスに集まった
NGOの人たちが地元の人々と協力して、海岸の美化
活動を定期的に実施したそうである（写真11）。
欧州連合（EU）には、ヨーロッパの国境管理を行
う欧州国境・沿岸警備機関（FRONTEX）という組織
がある。2005年に創設され、本部をワルシャワに置
いている（写真12）。FRONTEXができてから、ヨーロッ
パへの移民の取り締まりは強化されたが、2015年の
危機にはFRONTEXも対応できなかった。FRONTEXは
危機後、職員を大幅に増員するとともに、より一層国
境管理に力を入れた。2017年10月現在もレスボス島
をはじめ、シリア難民が多く渡航したキオス島、サモ
ス島、コス島、レロス島に事務所を置き、ポセイドン
作戦と呼ばれる難民の取り締まり活動を展開している。
筆者もFRONTEXのポセイドン作戦に同行させてもら
い、国境監視の現場をみることができた（写真13、
14）。また、監視に立ち会って実感したのが、トルコ
とレスボス島の近さである（写真15）。屈強な成人男
性なら泳いで渡れるかもしれない。それほどの近さで
ある。
「イスラーム国」は壊滅しつつあるが、それがシリ
ア内戦の終わりを意味するわけではない。シリアに留
まった人にもシリアから脱出した人にも、平穏が訪れ
ることを切に願う。
いまい　こうへい／アジア経済研究所　中東研究グループ
専門はトルコ外交、国際関係論。
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写真13　丘の上からも海上の監視を行う
写真15手前がレスボス島、奥がトルコ本土
写真14　国境を監視する警備隊。腕にはFRONTEXの腕章
